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 故障かな!?
修理を依頼される前に、下記をチェックしてください。
それでも異常があるときは、使用を中止してお買い上げの販売店にご相談ください。

内　容 ページ
本機の電源が入らない（本機のLEDランプが点灯しない）
車のエンジンがかかっていない。

 エンジンをかけて(ACCをONにして)ください。 ―
正しく配線されていない。
配線を確認してください。 24

ヒューズが切れている。
お買い上げの販売店にご相談ください。 ―

画像が白っぽい、映像に白線（光の線）が出る
太陽光を直接映したり、強い光（ヘッドライトなど）を映している。

 映像が見えにくくなったり、光源の周囲に明るい線が現れることがあります。故障ではありません。 ―
映像が見えにくい
暗いところを映したり、部分的に明るい光を映している。

 故障ではありません。 ―
ドライブレコーダーが異常に高温になっている。

 高温時は、機器の保護のため画像が暗くなります。温度が下がるともとに戻ります。 ―
本機やmicroSDメモリーカードが温かくなる
長時間使用している。

 正常に機能している場合は、故障ではありません。 ―
走行中、頻繁に急加減速を知らせるブザーが鳴る／ブザーが鳴り続ける（ピピピ…短く8回）
本機の加速度センサーが最適化されていない。

 加速度センサーを最適化してください。 26
録画できない、または録画した映像が正しく表示されない
本機にmicroSDメモリーカードが挿入されていない。

 本機にmicroSDメモリーカードを挿入してください。 9
記録できるファイル数の上限に達している。（録画できない場合）

 手動録画した記録ファイルや保存フォルダ内の記録ファイルなどを削除してください。 
（削除したくない記録ファイルは、パソコンなどにコピーしてください。）

―

レンズが汚れている。
 レンズの汚れを拭いてください。 ―

microSDメモリーカードを初期化していない、または本機以外（パソコンなど）で初期化している。
 本機で初期化してください。 12、13

microSDメモリーカードを長期間使用している。
 microSDメモリーカードには寿命があります。市販のmicroSDメモリーカードに交換してください。 10

録画や再生、初期化中に、本機からmicroSDメモリーカードを取り出した。
 再度本機で初期化してください。それでも正しく動作しないときは、microSDメモリーカード
が損傷している場合があります。新しいmicroSDメモリーカードに交換してください。

13

記録できる常時録画ファイルの数が少ない
手動録画・保存データ・静止画・急加速/急減速/駐車録画の容量が大きい（ファイル数が多い）。

 手動録画・保存データ・静止画・急加速/急減速/駐車録画のファイルをパソコンに移し、
microSDメモリーカードから消去すると、常時録画できる容量が増えます。

17

車のエンジンをかけたときに(ACCON)、駐車録画のお知らせが表示されたが、
映像に振動の原因となるものが映っていなかった
振動の原因が、ドライブレコーダーのカメラで映せる範囲外だった。

 車両の周囲をご確認ください。 ―
振動の原因が、すぐに車から離れた。

 振動を検知してから撮影するため、振動発生の瞬間は撮影できません。 ―

万一、故障や異常が起こったら
車を安全な場所に停車させて電源を切り、お買い上げの販売店、またはお近くの｢サービスご相談
窓口｣に修理をご依頼ください。お客様による修理は、絶対におやめください。
故障や異常の状況は、できるだけ具体的にご連絡ください。 

斜体の項目の確認には、専門の技術と経験が必要です。
安全のため、お買い上げの販売店にご相談ください。 取り付け後の確認と調整

加速度センサーを最適化する

取り付け後、初めてお使いになる前や、本機の角度を変更した場合は、下記の手順で本機の加速
度センサーを最適化してください。
加速度センサーが最適化されないまま使用すると、本機の加速度センサーが正しく動作せず、
急加速・急減速の録画や駐車録画が正しく行われないおそれがあります。

1 平らな場所に停車する

2 ドライブレコーダー設定画面（P.12）から、
調整するを選ぶ

3 調整するを選ぶ
 最適化を開始します。
 最適化を完了して、メッセージが表示される
まで、車のエンジンを切らない（ACC OFFに
しない）でください。

4 メッセージが表示されたら、
OKを選ぶ

5 現在地画面を表示させ、本機の動作状態が「常時録画中」であることを確認する（P.14）

ドライブレコーダーステッカーを貼り付ける

取付後の確認と調整が終わったら、車両後部に付属のドライブレコーダーステッカーを貼り付
けてください。

貼り付ける前に

貼り付ける前に貼付面の汚れ（ごみ・ほこり・油）などを
きれいに拭き取り、はがれないようしっかり貼り付けてく
ださい。（貼りなおしできません。）

 ・ 貼付面が完全に乾いた状態で作業を行ってください。 
はがれの原因となります。

 ・ 貼り付け直後は粘着力が弱いため、必ず24時間以上、
放置してください。

 ・ 界面活性剤入りのクリーナーは使用しないでください。
 ドライブレコーダーステッカーの糊面に手を触れないで 
ください。接着不良によるはがれの原因となります。
 リアガラスに貼り付ける場合は、ワイパーの可動範囲外に
貼り付けてください。

❽ドライブレコーダーステッカー

貼付例
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